
 

 

 

 

2026 年６月２９日 

 

「あきたアグリブリッジフォーラム」の開催について 

 

株式会社秋田銀行（頭取 芦田 晃輔）、丸果秋田県青果株式会社およびあきたアグリビジネス研究会

では、「あきたアグリブリッジフォーラム」を次のとおり開催いたします。 

近年、高齢化等により農業者の減少が深刻化しており、地域農業の基盤維持と食料の安定供給、そし

て農業所得の向上を同時に実現していくことは、地域における大きな課題となっております。 

本フォーラムでは、持続可能な秋田県農業の確立に向け、「農地の集約化・環境負荷の低減・新たな

担い手の育成」の３つの観点から先進的な取組みを行う事業者を講師としてお招きします。それぞれの

分野における最新の知識や技術、具体的な実践事例についてご講義いただくことで、農業者の課題解決

に向けた取組みを応援します。 

当行は今後も地域の皆さまに有益な情報やサービス提供に努めてまいります。 

 

記 

１ 開催概要 

開 催 日 時 2026 年７月２２日（水）１３：３０～１６：３０ 

会 場 ＡＮＡクラウンプラザホテル秋田 ４階シリウス (秋田市中通２丁目６－１) 

内 容 

テーマ「持続可能な秋田県農業を考える」 

○ 課題提起：「秋田県農業の担い手の現状と課題」 

  講  師：秋田県農林水産部 農林政策課  

担い手支援チーム チームリーダー 芳賀 英樹 氏 

○ 講  演：「農地集約化の新ツール～農地コネクトが拓く未来の農業～」 

  講  師：一般社団法人Ｔａｎｎｂｏ 代表理事 小野寺 直喜 氏 

○ 講  演：「スマート技術で大規模有機農業を展開」 

  講  師：有限会社瑞宝 専務取締役 三上 智暉 氏 

○ 講  演：「鵜養地域とともに、未来を醸す」 

  講  師：新政酒造株式会社 原料部 部長 加藤 誠士 氏 

主     催 あきたアグリビジネス研究会 

共     催 秋田銀行、丸果秋田県青果株式会社 

後 援 秋田県 

参 加 費 無 料 

 

２ お申込方法 

  2026 年７月１７日（金）までに二次元バーコードよりお申込みいただくか、別紙「開催案内兼参加

申込書」に必要事項をご記入のうえ、当行法人コンサルティング部あてＦＡＸまたは電子メールにて

お申込みください。 
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［主催］ あきたアグリビジネス研究会  
［共催］ 秋田銀行、 丸果秋田県青果株式会社
［後援］ 秋田県

4階 シリウス

お問い合わせ先 法人コンサルティング部（担当：畑澤） TEL.018-863-1212  
〒010-8655 秋田市山王三丁目２番１号  

フォーラム内容、
お申込みについては
裏面をご覧ください

会場／ＡＮＡクラウンプラザホテル秋田

2026年

月 日水7 22 13：30～16：30

～持続可能な秋田県農業を考える～～持続可能な秋田県農業を考える～

あきた
アグリブリッジ
フォーラム

あきた
アグリブリッジ
フォーラム

参加
無料

高齢化等により農業者の減少が進む中、担い手の規模拡大に向けた農地の集約化や、
時代の潮流となっている環境負荷の低減、企業と連携した新たな担い手の育成など、
土地・技術・人の観点から持続可能な秋田県農業について皆さまと共に考えます。

2026



申込期限：2026年7月17日㊎〈参加申込書〉

《個人情報の取扱い》ご記入いただいた個人情報につきましては、次のとおりとします。
①受付など本フォーラムの運営業務のため使用します。
②弊行以外の第三者への情報提供は行いません。③弊行の規定により適切な安全管理措置を講じます。
個人情報利用目的（https://www.akita-bank.co.jp/news/news_abank/kojin_info/）

企業名
団体名等

参加者

1

2

3

例 代表取締役 秋 田　太 郎

ご所属・お役職 ご氏名

ご住所

〒　　　　ー　

TEL　　 （         ） FAX　　 （         ）

上記申込書に必要事項をご記入の上
FAX・メールまたは2次元コードよりお申込みください。

13:30 開会

秋田県農業の担い手の現状と課題
講師：秋田県農林水産部 農林政策課 担い手支援チーム チームリーダー 芳賀 英樹 氏

農地集約化の新ツール ～農地コネクトが拓く未来の農業～
講師：一般社団法人Ｔａｎｎｂｏ 代表理事 小野寺 直喜 氏（岩手県滝沢市）

スマート技術で大規模有機農業を展開
講師：有限会社瑞宝 専務取締役 三上 智暉 氏（青森県中泊町）

16:20 閉会

鵜養地域とともに、未来を醸す
講師：新政酒造株式会社 原料部 部長 加藤 誠士 氏

うやしない

農業人口の減少、後継者不足、耕作放棄地の拡大、生産性の低下等の課題を解決するため、同社が開発した合意形成を可視化するアプリ「農地
コネクト」を活用し農地集約を実施。その取組みが評価され、「食と農をつなぐアワード2025」で大臣官房長賞を受賞している。

無農薬・無化学肥料の自然農法を実践。三代目智暉氏のもとで農業ＤＸを推進する農業法人。土本来の力を活かす栽培により、第４８回農林水
産祭で最高峰の天皇杯を受賞。現在は、技術や勘をデータ化。有機農業は規模拡大が難しいという常識を覆し、食の確かな安心と効率的な大
規模経営を両立させている農業の未来を切り拓くトップランナーである。

現役最古の協会６号酵母と伝統の生酛・木桶仕込みにこだわる革新的な蔵元。近年は酒造りにとどまらず、秋田市河辺岩見鵜養地域での完
全無農薬・無化学肥料による自然栽培や、自社での木桶制作など、「農業と職人技術」の再生へ本格参入。地域のテロワールを丸ごと表現する
挑戦を続けている。

018-866-3819 aguken@akita-bank.co.jpE-mailFAX

課題提起13:40

講 演 ①14:10

講 演 ②15:00

講 演 ③15:40

あきたアグリビジネス研究会会員、農業関係機関・団体等
一般企業・農家の方の参加も可能です。

対象


